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大
会
で
千
葉
委
員
長
は 

① 

平
和
と
民

主
主
義
を
守
る
た
め
、
た
し
ろ
か
お
る
参

議
院
議
員
を
２
年
後
の
組
織
内
予
定
候
補

者
と
し
て
推
薦
決
定
し
て
ほ
し
い
、
② 

正

常
な
労
使
関
係
と
施
策
の
実
施
を
求
め
て

闘
う
、
③ 

職
場
活
動
の
基
本
を
大
切
に
し
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
や
り
き
る
運
動
を
つ

く
る
等
を
、
力
強
く
代
議
員
・
傍
聴
者
に

訴
え
ま
し
た
。 

   

来
賓
に
は
Ｊ
Ｒ
総
連
武
井
委
員
長
を
始

め
、
連
合
宮
城
、
Ｊ
Ｒ
東
労
連
や
「
美
世

志
会
を
支
援
す
る
会
」
等
多
く
の
方
が
見

え
ら
れ
ま
し
た
。
会
社
側
か
ら
も
冨
田
社

長
を
先
頭
に
、
人
事
課
長
等
多
く
の
幹
部

も
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の

古
川
会
長
も
、
来
賓
の
最
後
に
力
強
い
挨

拶
を
行
な
い
ま
し
た
。 

た
し
ろ
か
お
る
参
議
院
議
員
は
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
労
組
の
大
会
と
重
な
っ
た
た
め
大

会
２
日
目
に
元
気
な
顔
を
見
せ
ま
し
た
。 

                

 

 

大
会
は
「
京
浜
東
北
・
根
岸
線
の
乗
務
員

基
地
再
編
」
な
ど
会
社
施
策
の
進
め
方
に
対

し
て
集
中
討
議
を
行
い
、
27
年
間
貫
い
て
き

た
「
労
使
共
同
宣
言
」
を
基
礎
に
、
安
全
、
ゆ

と
り
、
働
き
甲
斐
の
持
て
る
会
社
施
策
の
実

施
を
求
め
て
、
中
央
本
部
が
最
先
頭
に
立
っ

て
12
地
本
が
一
丸
と
な
り
闘
っ
て
い
く
方
針

が
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
た
し
ろ
か
お
る
参
議
院
議
員
を
、

次
期
参
院
選
の
組
織
内
予
定
候
補
者
と
し
て

推
薦
決
定
し
、
全
組
織
力
を
傾
注
し
て
闘
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

今
大
会
で
は
、
か
っ
て
の
「
組
織
問
題
」
以

降
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
を
指
導
し
て
き
た
千

葉
委
員
長
を
始
め
、
石
井
（
Ｏ
Ｂ
担
当
）
、
佐

藤
両
副
委
員
長
や
４
名
の
中
央
執
行
委
員

が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
吉
川
委
員
長
（
前
書

記
長
）
、
柳
書
記
長
（
前
企
画
部
長
）
体
制
の

新
執
行
部
が
確
立
し
ま
し
た
。 

                       

ま
た
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
担
当
の

君
塚
中
央
執
行
委
員
が
退
任
さ
れ
、
新
し
く

選
出
さ
れ
た
森
中
央
執
行
委
員
が
新
し
い
Ｏ

Ｂ
担
当
に
な
り
ま
し
た
。 
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)） 

《
Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
30
回
定
期
大
会
》 

吉
川
委
員
長
―
柳
書
記
長
体
制
を
確
立 

「
た
し
ろ
か
お
る
」
を
組
織
内
予
定
候
補
者
に
決
定 

６
月
８
日
～
10
日
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
第
30
回
定
期

大
会
」
が
多
数
の
代
議
員
・
傍
聴
者
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
定
期
大
会
は
、
前
段
で
東
京
地
本
か
ら
「
京
浜
東
北
・
根
岸
線
の
乗
務

員
基
地
再
編
」
に
ま
つ
わ
る
労
使
協
議
を
巡
っ
て
「
同
盟
罷
業
方
針
の
戦
術
行
使

に
つ
い
て
本
部
大
会
で
の
討
議
を
お
願
い
す
る
」
と
い
う
要
請
を
受
け
て
、
大
会

当
日
中
央
本
部
側
か
ら
追
加
方
針
（
案
）
が
提
起
さ
れ
た
後
に
集
中
討
議
を
行
う

と
い
う
異
例
の
大
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

大
勢
の
来
賓
が
注
目 

本
部
が
最
先
頭
に
立
っ
て 

 

 

 7月 12日 

千葉地本ＯＢ会第 17回定期総会（千葉市民会館） 
 

 7月 12日 

横浜地本ＯＢ会第 18回定期総会（平塚 プレジール） 

 

 7月 21日 

水戸地本ＯＢ会第 17回定期総会（水戸資材センター） 

 

7月開催の各地本ＯＢ会定期総会の日程 

 

「我らの声」第 15号 
 

    好評発売中！ 
 

申し込みは各地本ＯＢ会まで 

 

 頒価は 500 円 

新
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト 

 

 

 
 

5 月 30 日 13 時 30 分より、都内の「北とぴあ・飛鳥ホール」で「第 19 回定期

総会」が 120名の参加者で開催されました。 

来賓には鳴海地本委員長、貨物労組ＯＢ会（東京）、鉄道ファミリー、自然と人

間社、近隣の三地本ＯＢ会の代表、そして本部ＯＢ会から島崎副会長始め 3名が

参加しました 

  来賓の鳴海委員長は「京浜東北・根岸線の乗務員基地再編」の会社施策を 

巡って、会社が従来の施策の進め方を変えて、概略説明さえすれば組合との 

協議もしないで進められるとして、「早く転勤希望先を云った方がいいよ」と定例面

談の場で組合員を利益誘導し、組合組織の破壊を行なっているので、正常な労 

使関係の確立を求めて「ストライキの戦術行使について」中央

本部に申し入れを行ったことを話しました。 

               総会では 9名の委員が発言しました。 

 年金の問題をもっと記事にしてくれ 

 何でも言い合える職場にするために現役と交流しよう 

 下十条運転区先行廃止は、組合破壊だ。ＯＢは支援する 

総会は近年になく、和やかな雰囲気の中にも緊張感が漂っ

ていました。特にここ数年来の会社による組合無視に危機感を

抱いていたＯＢは、東京地本の「労使関係の正常化を求める」

決意を受け止めて、組合員との交流を深めながら、さらにＯＢ

会組織を強化する決意を打ち固めました。 

 

 

 

 

新役員体制 

会  長 

  染谷   明 

副会長 

〃久野 光延 

〃清水富士夫 

〃長嶺    繁 

〃松田  義彦 

事務局長 

森下  彰司 

東京地本ＯＢ
会 

〝スト戦術〟を聞いて体制強化を確認 



        

 

     

第
18
回
定
期
総
会
が
５
月
31
日
13

時
30
分
よ
り
、
市
内
の
「フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
」

で
、
68
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

今
回
は
初
め
て
、
総
会
の
前
段
で
小
川
県

高
退
連
会
長
を
招
い
て
、
年
金
に
つ
い
て
の

講
演
を
受
け
ま
し
た
。 

総
会
に
は
、
柴
田
地
本
委
員
長
と
本
部

Ｏ
Ｂ
会
よ
り
古
川
会
長
と
佐
々
木
副
会
長
、

大
野
大
仙
市
議
と
畠
山
能
代
市
議 

が
来
賓
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

  

総
会
で
の
発
言
者
は
８
名
で
、 


 

年
金
の
話
は
分
か
り
易
く
大
変
良
か
っ
た 


 

レ
ク
活
動
へ
の
支
援
を
期
待
す
る 


 

本
部
総
会
を
傍
聴
し
て
、
大
変
よ
か
っ
た 

等
で
し
た
。 

年
金
の
講
演
は
好
評
で
、
総
会
の
発
言
も

地
域
活
動
に
基
づ
い
て
話
さ
れ
た
の
で
、
内

容
の
充
実
し
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

        

   

     
     

   

６
月
14
日
13
時
30
分
大
宮
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
・大
食
堂
で
、
１
１
６
名
の
参
加
者

で
「第
15
回
定
期
総
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
山
口
地
本
委
員
長
、
美
世
志
会
、

鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
県
シ
ニ
ア
連
合
の
副
会
長

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
本
部
Ｏ
Ｂ
会
と
近
隣

の
三
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
も
出
席
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
６
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

   
 

後
援
会
加
入
の
取
り
組
み
で
は
、
会
員
宅
を

訪
れ
て
話
し
合
い
、
大
き
な
成
果
を
得
た 


 

皆
で
「石
綿
健
康
管
理
手
帳
」を
と
ろ
う 


 

車
掌
区
分
会
で
初
め
て
退
職
者
と
の
交
流
会
が

行
わ
れ
た 

総
会
は
、
現
役
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

                   

        

６
月
21
日
14
時
よ
り
、
地
本
会
議
室

で
「
第
17
回
定
期
総
会
」
が
69
名
の
参
加
者

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
大
坪
地
本
副
委
員
長
を
始
め
、

た
し
ろ
参
議
院
議
員
、
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
、

美
世
志
会
（
大
澗
氏
）
、
高
橋
高
崎
市
議
、
柳

沢
安
中
市
議
と
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
竹
島
副
会

長
と
伊
藤
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 た
。 

 

総
会
で
は
５
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 


 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
費
を
徴
収
し
て
通
信
費
に
使

っ
て
い
る 


 

サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て
Ｏ
Ｂ
会
活
動
に
参
加

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る 


 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
東
松
島
に
行
っ
て
き
た 

総
会
に
は
88
歳
の
会
員
も
参
加
し
ま
し

た
。 

                  

           

６
月
21
日
13
時
よ
り
、
地
本
会
議 

室
で
75
名
の
参
加
者
で
「第
17
回
定
期

総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

来
賓
に
は
鈴
木
地
本
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
よ
り
戸
谷
副
会
長
と
本
田
事
務
局
次
長
、

地
本
シ
ニ
ア
会
長
、
近
隣
三
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
代

表
と
三
多
摩
高
退
連
の
秋
元
会
長
が
参
加

し
ま
し
た
。 

        

総
会
で
の
発
言
は
７
名
で
し
た
。 


 

初
め
て
支
部
Ｏ
Ｂ
会
で
レ
ク
を
や

っ
た
ら
、
70
名
が
参
加
し
て
大
盛 

 

況
だ
っ
た 


 

地
本
で
初
め
て
駅
連
合
分
会
Ｏ
Ｂ
会
を
結

成
し
、
合
同
で
花
見
を
や
っ
た 


 

森
づ
く
り
を
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
議
論
し
た 

総
会
後
は
、
自
然
と
人
間
社
の
加
藤
氏
か 

ら
講
演
を
受
け
、
そ
の
後
手
料
理
を
肴
に
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。 

                 

                                   

今
月
は
仙
台 

地
本
・
仙
台
支 

部
Ｏ
Ｂ
会
の
中 

島
敏
男
さ
ん
を 

紹
介
し
ま
す
。 

中
島
さ
ん
は
現
役
時
代
仙
台
新
幹 

線
運
輸
区
で
運
転
士
を
し
て
い
ま 

し
た
が
、
54
歳
の
時
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル 

ー
プ
初
の
葬
祭
事
業
が
立
ち
上
っ
た 

時
に
そ
れ
に
参
加
し
、
定
年
ま
で
葬 

祭
業
に
従
事
さ
れ
た
珍
し
い
経
歴 

を
持
っ
た
方
で
す
。
定
年
後
は
葬
儀 

会
社
に
入
社
し
、
新
規
事
業
で
「
シ 

ド
ラ
イ
フ 

         

ニ
ア
世
代
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
を
よ
り
充 

実
さ
せ
る
た
め
の
情
報
と
良
質
な
サ
ー
ビ
ス 

を
提
供
す
る
施
設
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
コ
ン 

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り
、 

月
間
千
人
以
上
の
お
客
様
と
対
応
を
さ
れ
て 

  

い
る
そ
う
で
す
。 

中
島
さ
ん
が
勤
務
す
る
葬
儀
社
は
、
年
間 

２
，
５
０
０
件
の
施
行
実
績
が
あ
り
、
こ
れ 

ま
で
も
多
く
の
Ｊ
Ｒ
社
員
や
Ｏ
Ｂ
会
員
が
葬 

儀
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

中
島
さ
ん
は
「
葬
祭
業
は
究
極
の
サ
ー
ビ 

    

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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各
地
で
続
々
と
Ｏ
Ｂ
会
定
期
総
会
が 

秋田 

大宮 

高崎 

前
段
で
初
の
年
金
の
講
演
会 

活
発
な
意
見
で
総
会
成
功 

新役員体制 

会  長  

堀     等 

副会長  

〃 石代   隆 

〃長谷川練悦 

〃 高橋 重雄 

事務局長 

  川守田勝雄 

 

新役員体制 

会  長 

橋詰 康昭 

副会長 

〃 清水 慎一 

〃 星野 恵司 

〃長谷川雄二 

〃 平川 昭夫 

〃 和田   暁 

事務局長 

   大谷 和夫 

 

新役員体制 

会  長 

   関谷 則之 

副会長 

〃 堀口   昇 

〃 金子 秀一 

〃 花田   實 

〃 半田 国明 

〃 原   武久 

事務局長 

   春原 芳雄 

後
援
会
の
取
り
組
み
で 

大
き
な
成
果
を
確
認 

た
し
ろ
議
員
も
参
加
し
て 

       

    

八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
か
ね
て
か
ら
地

元
の
退
職
者
連
合
に
加
盟
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月
に
東
京
都
・
三

多
摩
高
退
連
に
正
式
に
加
盟
し
ま
し
た
。 

こ
の
高
退
連
加
盟
に
つ
い
て
は
、
連
合
三
多

摩
に
幹
事
と
し
て
出
て
い
る
金
井
副
委
員
長

と
協
議
し
な
が
ら
話
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
三
多
摩
高
退
連
へ
の
加
盟
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
４
月
に
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
味
原
会

長
と
沼
波
事
務
局
長
が
三
多
摩
高
退
連
役

員
と
顔
合
わ
せ
を
し
、
５
月
の
役
員
会
か
ら

高
退
連
運
動
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。 

当
面
は
三
多
摩
地
区
に
在
住
の
Ｏ
Ｂ
会
員

２
０
０
名
で
会
員
登
録
し
、
今
後
の
役
員
会

や
９
月
に
計
画
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
石
巻
方

面
の
被
災
地
見
学
等
へ
参
加
す
る
予
定
で
す
。 

今
三
多
摩
地
区
で
は
、
今
回
の
Ｊ
Ｒ
東
労

組
八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
三
多
摩
高
退
連
へ

の
加
盟
に
よ
っ
て
運
動
の
活
性
化
に
期
待
す
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
） 

          

        

        

     

仙台地本ＯＢ会は、この間各県の高退連へ

加盟する取り組みを行なってきました。 

その結果、宮城県では貨物労組ＯＢ会との

話し合いもまとまり、３月１６日に「ＪＲ総連宮城

県協議会ＯＢ会」として正式に「宮城県高退

連」へ加盟しました。 

また山形県でも５月１８日に「ＪＲ総連山形

県協議会ＯＢ会」を結成し、「山形県高退連」

への加入手続きを進めています。 

（仙台地本ＯＢ会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王子 

 

ス
業
」
と
語
っ
て
お
り
、
そ
の
原
点
は
「
東 

労
組
の
サ
ー
ク
ル
協
議
会
」
で
永
き
に
亘
っ

て
学
ん
だ
「
世
話
役
活
動
」
に
あ
っ
た
と
い 

つ
も
話
し
て
お
り 

ま
す
。
中
島 

さ
ん
に
は 

こ
れ
か
ら 

も
地
域
の 

                      

「
世
話
役
活 

動
」
で
多
く
の
方
々 

の
お
役
に
立
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い 

ま
す
。
が
ん
ば
れ
中
ち
ゃ
ん
！ 

（
仙
台
市
在
住
・
中
島
敏
男
・
67
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

仙台地本ＯＢ会 

究
極
の
サ
ー
ビ
ス
を 

総
会
と
講
演
で
大
盛
況 

 

新役員体制 

会  長 

  味原 進 
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〃 田上 憲由 

〃 美斉津 武 

〃 牛尼 大輔 

〃 轟   正好 

事務局長 

  沼波 修司 

宮城で高退連に加盟、山形も・･・  
新役員体制 

会  長 

   味原   進 

副会長 

〃 中澤 千尋 

〃浅川武二三 

事務局長 

   沼波 修司 

三
多
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入 

山形支部で開催された県協議会ＯＢ会結成総会 


